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第21号　 1998（平成10年）.2

最近，株式会社のような営利組織であれ福祉

施設のような非営利組織であれ，現代の組織の

在り方として，「ステークホルダーの組織」とい

うことが注目されている。ステークホルダーと

は，その組織の成員（組織役員，従業員）ばかり

でなく組織にかかわる全ての人 （々株主，利用者，

住民）のことを指し，それらの人々の組織意思決

定過程への「参加」が注目されている。イギリ

スでは，この論議にブレア労働党新首相も深く

かかわっており，「ステークホルダー・ソサヤテ

ィ」への社会実験が始まる気配である。

これらの組織問題論争の一つの焦点は，参加

民主主義と組織の効率・効果との関係である。

現在，本学で進行している「全学的各種委員会

等見直し検討委員会」の論議も本質的にはこの

問題に関わっている。大学の外からの競争的圧

力を強く意識する人々は後者の側面を強調し，

ともすれば前者を軽視しがちである。大学の中

の構成員の意思反映を強く意識する人々は前者

を強調し，ともすれば後者を軽視しがちである。

両者を二律背反として捉えるのではなく，その

合理的な構成を創出する努力をしてこそ，大学

は現代社会の主導的組織となり得るのではない

だろうか。

経済学部長

藤田暁男

巻頭
言 今月の表紙写真 Cover  Photo

組織問題と大学

集まってきた願書を整理する事務職員
＝1月30日午後，文・法・経済学部事務室（角間）で

大学入試センター試験行われる
（関連記事は2ページ）

センター試験の最初の科目となった“外国語”の試験開始直前
＝1月17日午前，総合教育棟講義室（角間）で

本学出願者の願書受付も始まる
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1月のビッグニュース Big  News

緊張して試験開始を待つ受験生
＝同上

注意事項を伝える試験監督者
＝1月17日午前，総合教育棟講義室（角間）で

学長の年頭のあいさつを聞く本部職員
＝1月5日午前，事務局大会議室で

1月17日，18日の両日に行われた「平成10年度大学入学者選

抜入試センター試験」は，全国で（大多数が受験する外国語で）

約54万人が受験した。石川県内では，本学を中心に4大学で試

験が行われ，うち本学の七つの試験場でも合計約5,000人の受

験生が問題に取り組んだ。

今後，金沢大学入学者選抜試験前期日程が2月25日に，同後

期日程が3月12日に行われる。

恒例の学長年頭あいさつが1月5日，事務局大会議室で行われた。

岡田晃学長は，集まった約160人の本部職員に対し，「金沢大学は，今，新しい時代を迎えようと

して，いわば草木が地中で成長する時代にある。時を得る者は栄え，時を失う者は滅びる。機会を

うかがい，時がきたなら，トラのような機敏さと抜群の行動力を見せてほしい。」と激励した。

本学を中心に約6,200人が挑む
―――平成10年度大学入学者選抜入試センター試験 ―――

平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ

“時を得る者は栄え，失う者は滅びる”
平成10年 学長年頭あいさつ
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石川
県内

関連の写真もう2枚を
表紙にカラーで紹介



事 　 　 　 業 　 　 　 名

5 0 周 年 記 念 エ リ ア の 整 備

5 0 年 　 史 　 の 　 刊 　 行

記 念 式 典 ・ 祝 賀 会

5 0 周 年 記 念 展 示

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム

特 　 　 別 　 　 講 　 　 演

若 手 研 究 者 シ ン ポ ジ ウ ム

地 域 交 流 に 関 す る 企 画

協 　 　 賛 　 　 行 　 　 事
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1月のビッグニュース Big  News

第21号　1998.2

創立50周年記念式典・祝賀会の日程決まる
―――― 平成11年（1999年）5月29日（土）に… ――――

◆募金は本年3月から開始の予定

創立50周年記念事業委員会は，1月16日，“記念式典・祝賀会”を平成11年5月29日（土）とし，この日を中心にシンポジウ

ム・特別講演等を実施することなどを決定した。

さらに，2月9日には記念事業後援会の設立総会を開催し，募金の目標額を3億円とし，教職員・卒業生・企業等に対して3

月から募金活動を開始することとした。

なお，既に決定している記念事業計画の概要は下表のとおり。

事　　業　　計　　画　　の　　概　　要

・角間キャンパスに，創立50周年を記念して，地域に開かれ，

自然との調和を象徴する「エントランスゾーン」及び「散策

路」を整備

計画図は裏表紙にカラーで紹介

・部局史（約1,000頁）5,000部　平成11年5月刊行

・全体史（約1,000頁）5,000部　平成12年3月刊行

（写真集の刊行も検討中）

・平成11年5月29日（土）に式典・祝賀会を実施

・創設以来の行政文書，写真，映像，キャンパス模型等及び四

高関係資料等を収集・展示（資料館，総合教育棟）

・期間:平成11年5月29日（土）～6月11日（金）

・海外から著名な研究者等を招へいし，身近な問題をテーマと

する学術的シンポジウムと市民参加のシンポジウムを開催

・著名な文化人等による特別講演会を開催

・国内外で活躍中の若手研究者（卒業生，留学生等）を招へい

・テーマ「金沢大学の現状と問題点」

・地域交流シンポジウム，小中高生との交流行事等を実施

・各部局，学生サークル等，同窓会及び地域の企業等が実施す

る行事
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1月の動き Movement

1月13日，文・法・経済学部棟（角間）で行われた“第11

回キャリアガイダンス”は，地方公務員志望者を対象と

して行われた。講師の本
もと

浩
ひろ

行
ゆき

氏（石川県人事委員会事務

局次長）は，職務や採用試験等について語り，就職の最新

情報を得ようと約350人の学生が集まった。また，これに

併せて，公務員内定者による“就職活動体験報告会”も

催され，詰めかけた学生らは先輩の話に熱心に耳を傾け

た。

さらに同20日には，国家公務員志望者を対象として，

人事院中部事務局第二課試験係長の稲
いな

塚
づか

祐
ゆう

二
じ

氏を講師に

招き，“第12回キャリアガイダンス”が実施された。

公務員採用試験に際しての心構えなどを話す本氏
＝1月13日午後，文・法・経済学部講義室（角間）で

自らの就職活動体験談を語る橋本岳
たけ

文
ふみ

さん（経済学部）（写真中央）
＝同上

教養教育機構研究調査部は，1月26日総合教育棟で，大

学審議会特別委員として様々な教育改革に携わり，現在，

学位授与機構教授の舘　昭氏を招いて，公開講演会を開

いた。

本年度の第2回目となる今回は，「学位授与機構と大学

教育」をテーマに，新しい大学教育の在り方と学位授与

機構の役割について講演が行われ，教職員約30名が聴講

した。

舘氏の話に熱心に耳を傾ける教職員
＝1月26日午後，総合教育棟会議室（角間）で

講演する舘氏
＝同上
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話　　題 Topics

紹　　介 Introduction

盛り上がった“かるた大会”の模様
＝1月29日午前，教育学部附属養護学校で

1月29日，附属養護学校（東兼六）で，今年19回目となる

高等部の“かるた大会”が行われた。生徒は，この日の

ために，冬休みの課題として，百人一首の暗記やかるた

取りの練習をしており，本番ではやる気満々!先生の読む

声を真剣な表情で聞き，元気よく札を取っていた。また，

百人一首だけでなく，「絵カード」によるかるた取りもあ

り，全員が楽しく競技に参加していた。

自らが「光」と「音」の世界を失い，“障害児教育”に

情熱を注ぐ福島　智
さとし

助教授（教育学部）は，このほど「盲

ろう者とノーマライゼーション」と題する本を出した。

自分自身の経験や悩みを生かして，過去5年間に書きた

めた原稿をまとめた1冊であり，柔らかい文体の中にも

“一般社会や職場における福祉の在り方”が強く訴えられ

ている。

作者高光一也は，豊かな感性とダイナミックな形態把

握による人物描写で著名な画家であり，日展等で活躍し

た。昭和38年日展文部大臣賞，同46年日本芸術院賞を受

賞し，また同61年には文化功労者となるなど，全国的に

地位を確立した。

本作品は，本学一般教養部長（昭和28年）も務めた日比

野信一元教授の退官記念として同教授退官記念事業会が

高光画伯に制作を依頼した肖像画であり，画伯の充満し

た力感が感じられる名品である。

“指点字”通訳者・光
みつ

成
なり

沢
さわ

美
み

さんのサポートを得て取材に応じる福島助
教授（右）
＝1月30日午後，教育学部内の研究室（角間）で

「日比野信一教授肖像」が保管されている資料館収蔵庫

資料館コレクション (その10)

（図書の紹介は7ページ）

「日
ひ

比
び

野
の

信
しん

一
いち

教授肖像」
（高
たか

光
みつ

一
かず

也
や

（1907～1986）作）

作品を裏表紙にカラーで紹介
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お知らせ Information

編 集 後 記
いよいよ毎朝，布団と離れ難い季節になってしまった。今
年の冬は,雪の降り始めるのも遅く，初めて雪道を運転する
ことになった若葉マークのドライバーとしては，内心，胸を
なでおろしていた。…が，近頃では角間の景色も雪をかぶっ
てまるで水墨画のようだ。
さて，若葉マークといえば，本紙の編集に携わって4月で
まる1年になろうとしている。この編集後記も2回目だ。初回
は何を書いていいのかも分からず，固い文面になってしまっ
たのを覚えている。1年の間，「気負わず，気張らず，しかし

迅速かつ正確に」をモットーとして（あくまでもモットー）が
んばってみた。写真の方もなかなかどうしてそう簡単にうま
くは撮れない。記事を書くのも思うほど簡単ではない。今後
も精進すること，山積みである。
本紙の表紙と2頁にも掲載したが，センター試験も終わり，
入試も山場である。春には晴れて初々しい新入生がやってく
るのだ。自分が通り過ぎて久しい道ではあるが，いつまでも
あの頃の初々しい気持ちを忘れずに，山積みとなった課題や
新しい物事に挑戦していこうと思う。 （黒田）

第21号　1998.2

〈本学職員の著書紹介コーナー〉

①　加賀城下町の言葉

島田昌彦（文学部教授） 著

発行所：能登印刷出版部　（1,800円 税別）

加賀金沢の地に息づく“金沢言葉”の美しさを紹介し，

次代に継承されるよう訴えている。例えば，「おきのどく

な」や「いとっしゃ」といった主客一体化の表現は，や

さしく奥深い金沢言葉の精神を伝えている。

「第一章　金沢言葉の世界」，「第二章　年中行事と金

沢言葉」，「第三章　金沢言葉の実質」の構成で，25年間

金沢に暮らした東京生まれの著者ならではの考察が味わ

える。
著書を手にする島田教授
＝2月2日午前，文学部内の研究室（角間）で

本コーナーに著書の掲載を御希望の方は，庶務課研究協力・広報
係（電話264-5019）まで御連絡ください。

訃
ふ

報
1月，本学で現職お一人がお亡くなりになり

ました。ここに御報告するとともに謹んで御冥
めい

福をお祈り申し上げます。

岡部佐
さ

規
き

一
いち

教授
（工学部）
1月27日逝去
享年55歳

視覚・聴覚の両方に障害を持つ

「盲ろう者」の全般について書か

れた初めての一般書籍。

第一章では，盲ろう者をめぐる様々な問題，第二章で

は，盲ろう者のコミュニケーションについて，第三章で

は，盲ろう者への理解や社会の在り方などについてが述

べられている。第四章には，著者の論文二編が掲載され，

最終章では，将来における障害者一般と教育・福祉・社

会との望ましい関わりについて書かれている。
（関連記事は6ページ）

②　盲ろう者とノーマライゼーション
癒
いや

しと共生の社会をもとめて

福島　智（教育学部助教授） 著

発行所：明石書店

（2,800円 税別）
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◆本紙の内容，その他本学に関する諸情報については，「金沢大学ホームページ〈愛称“KUPIS”（キューピーズ）〉」
（アドレス = http://www.kanazawa-u.ac.jp）でもご覧いただけます。

◆本紙に関する御意見・御要望などは,  電子メール（E-mail ）= g e n e r a l 1 @ k e n r o k u . i p c . k a n a z a w a - u . a c . j p でも受け付けています。
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カラー写真のページ Color  Photographs

ＴＥＬ 076-264-5019
ＦＡＸ 076-234-4010

〒920-1192 金 沢 市 角 間 町
金沢大学庶務部庶務課研究協力・広報係

平成10年2月20日発行
（原則として毎月1回第3週に発行）

（関連記事は6ページ）

（関連記事は3ページ）
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